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I. 地域おこし協力隊ビジネスサポート事業 

1. 「地域おこし協力隊ビジネスサポート事業」事業実施報告会の開催 

 

「地域おこし協力隊ビジネスサポート事業」の採択団体（隊員）が、提案事業の内容や進

捗状況等を発表する、事業実施報告会を開催した。 

 

(1) 「地域おこし協力隊ビジネスサポート事業」事業実施報告会の開催概要 

 

日  時：令和４年３月３日（木） 10:00～11:20 

開催方法：オンライン開催（YouTube Live） 

視聴数：178回（2022年３月４日時点） 

次   第： 

１ 開会、総務省挨拶 

２ 基調講演「地域におけるビジネス」 

（慶應義塾大学総合政策学部教授 飯盛義徳氏） 

３ 長崎県島原市における地域おこし協力隊 紹介 

４ 採択団体発表 長崎県島原市 倉林実央氏 

５ 地域おこし協力隊ビジネスサポート事業審査員による講評 

６ 閉会 

 

   

事業実施報告会の様子 
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(2) 採択団体の事業報告 

① 長野県島原市（提案者：島原市地域おこし協力隊員 倉林 実央 氏） 
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(3) ビジネスサポート事業採択団体の事業展開に対する有識者の講評 

採択団体の事業展開について、ビジネスサポート事業審査会の審査員３名（金森審査員、

野田審査員、飯盛座長）より、コメントを得た。 

 

① 金森審査員 

防災のほかにも商品開発等、取組の範囲が幅広すぎるので、取り組むことを絞ってもい

いかもしれない。 

あるいは、その興味の幅広さを活かして、地域活性化のために色々な人を結びつけるコ

ーディネーターとして活躍するというビジネスモデルを展開してもいいかもしれない。 

 

② 野田審査員 

事業として、何を目的とするのかをもっと明瞭にしていければと思う。そのときのヒン

トになるのはやはり火山という地域の資源であり、その資源をつかって島原市の地域おこ

しのために何ができるのかあらためて考えていくことが重要と思う。 

 

③ 飯盛審査員 

火山という資源を活かして、火山のあるまちづくりをキーワードにするのは良い方向性

だと思う。火山の恩恵を活かして、火山と組み合わせるものを追求していくことが、地域

の方々の共感を生むのではないかと思う。 

火山と組み合わせるものを検討するときに、大学がもつ知識や技術が役に立つと思うの

で、大学との連携をさらに進めてほしい。また、学生等、若い方の仲間を増やしていくこ

とも重要。 
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(4) 今年度のビジネスサポート事業のポイント 

今年度のビジネスサポート事業を通じて、他の地域おこし協力隊においても幅広く参考に

なりうる知見や、今後の地域おこし協力隊への支援に関する示唆が得られた。 

 

① 今年度採択事業の特徴やポイント 

今年度採択事業は、火山という、地域（島原市）が有する資源を活用したビジネスであ

り、さらにそのビジネスから得られる成果が地域へ還元される仕組みとなっている。地域資

源への着眼点と、事業を通じて地域おこしを図るプロセスをビジネスモデルに組み込んでい

る点は、他の地域おこし協力隊にとっても参考になりうる事業である。 

また、収益の面からみると、ローリングストックは定期的な購入を前提としているため、

うまくサイクルが回れば持続性は高く、また将来の売上の見込みも立ちやすいといえる。さ

らに、役所や病院等への販路を念頭においた B to Bの展開を想定していることも、持続性を

担保し、かつある程度まとまった販売数を確保することにつながる。 

このように、地域おこし協力隊による事業については、隊員が地域に定着し続けるための

収入を確保できることと同時に、事業が地域づくりにつながり、地域に根差したものとなる

ことが重要である。 

 

② 専門家指導におけるポイント 

今年度の専門家指導においては、実際に事業を進めていくうえで課題となりうる具体的な

事柄についてアドバイスをしたことが、事業のブラッシュアップにつながった。 

例えば、今年度事業においては、隊員一人の力だけで事業を進めていくのは困難であり、

事業を通じて想いを伝えて共感を得ながら協力者を募っていくことが肝要であることや、ど

ういった分野や業種の協力者を得ることが必要かということ、具体的な加工食品のアイディ

アや、地域住民の参画を促す方策など、複数名の専門家から各々の見識・立場を活かしたア

ドバイスが得られ、様々な視点から幅広い指導を実施することができた。 

 

地域おこし協力隊による事業においては、地域資源の活用や地域貢献に固執してしまうあ

まり、隊員自身の収入の確立がおろそかになったり、長期的な発展を見込みにくいビジネス

モデルを構築してしまったりすることもしばしば見受けられる。そうしたとき、外部の視点

から客観的なアドバイスを与えられることも、本事業の意義の一つである。 

 

③ 今後のビジネスサポート事業の展開のポイント 

今後、地域おこし協力隊の隊員数を増やしていくためには、本事業を通じてビジネスでの

成功事例を数多く創出し、協力隊になろうとする人へ向けて、任期後の道筋を示すことが重

要である。 

一方で、今年度の応募団体は１団体にとどまったが、この背景には、専門家の指導を得る

ことでどのようなメリットがあるか想像しにくいことや、本事業自体があまり認知されてい

ないこと、事業内容がまとまっていない等で応募に躊躇してしまうこと、隊員が求めている

サポートとの乖離があること等が考えられる。 

本事業の今後の展開としては、隊員が求めるサポートのニーズをより精緻に把握しつつ、

サポートを受ける隊員にとって本事業が有益であるという実績を重ねていくとともに、より

強力に隊員への周知を続けていくことが重要と考えられる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域おこし協力隊の起業・事業化研修」開催業務 

並びに「地域おこし協力隊ビジネスサポート事業」の 

実施、進捗調査及び成果分析 

報告書 

 

令和４年３月 

事業受託者：株式会社価値総合研究所 
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